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採
用
職
種
ご
と
に
下
表
受
験

資
格
要
件
を
満
た
す
方
。た
だ

し
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
は
、受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人  

（
保
健
師
を
除
く
）

②
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐

人③
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
る
ま
で
の
人

④
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後

に
お
い
て
、日
本
国
憲
法
又
は
そ

の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力

で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る

政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、

又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
人

①
第
１
次
試
験

　

平
成
25
年
９
月
22
日（
日
）

②
第
２
次
試
験

　

試
験
日
は
第
１
次
試
験
合
格

の
方
に
の
み
別
途
通
知
し
ま
す

　

⒈
申
込
受
付
期
間

　

平
成
25
年
８
月
１
日（
木
）〜

平
成
25
年
８
月
12
日（
月
）

（
土・日
曜
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
ま
で

⒉
提
出
書
類

①
平
成
25
年
度
み
な
べ
町
職
員

採
用
試
験
申
込
書（
役
場
総
務

課
に
あ
り
ま
す
）

②
履
歴
書

③
一般
事
務
職（
特
別
枠
）に
申
し

込
ま
れ
る
方
は
、①
②
の
書
類
に

加
え
、特
筆
す
べ
き
個
人
の
能
力

や
実
績
等
を
証
明
す
る
書
類
等

（
任
意
の
様
式
で
作
成
）

＊
な
お
、提
出
書
類
等
に
虚
偽
が

判
明
し
た
場
合
は
、受
験
資
格
を

失
い
ま
す
。

④
土
木
技
術
職
及
び
保
健
師
に

申
し
込
ま
れ
る
方
で
、既
に
資
格

や
免
許
を
有
す
る
方
は
、①
②
の

書
類
に
加
え
、そ
の
資
格
証
又
は

免
許
証
等
の
写
し

⒊
提
出
先

〒
６
４
５

－０
０
０
２

み
な
べ
町
芝
７
４
２
番
地

み
な
べ
町
役
場
総
務
課

⒋
提
出
方
法

　

上
記
の
提
出
先
へ
直
接
持
参

す
る
か
、ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。郵
送
の
場
合
は
、必
ず「
簡

易
書
留
郵
便
」と
し
、封
筒
の
表

に「
採
用
試
験
受
験
申
込
み
」と

朱
書
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
場
合
、

平
成
25
年
８
月
12
日（
月
）ま
で

の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け

付
け
ま
す
。

※

採
用
試
験
に
関
す
る
く
わ
し

い
こ
と
は
、総
務
課（
℡
72

－２
０

１
５
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

み
な
べ
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

み
な
べ
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

　
平
成
26
年
度
採
用
の
み
な
べ
町
職
員﹇
一
般
事
務
職（
通
常
枠
及
び

特
別
枠
）・土
木
技
術
職・保
健
師
﹈を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

【
試
験
日
】

【
受
験
資
格
】

【
申
込
方
法
】

　
平
成
26
年
度
採
用
の
み
な
べ
町
職
員﹇
一
般
事
務
職（
通
常
枠
及
び

特
別
枠
）・土
木
技
術
職・保
健
師
﹈を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

試 験 区 分 受験資格要件　 第１次試験方法採用人員

一般事務職
（通常枠）

一般事務職
（特別枠）

土木技術職

保　健　師

2名

1名

2名

1名

昭和63年４月２日から平成８年４月１日ま
でに生まれた方

昭和63年４月２日から平成８年４月１日ま
でに生まれた方で、国際・全国レベルでのス
ポ－ツ大会で優秀な成績を収め、特筆すべ
き個人の能力や実績を得る過程で培われ
た意欲・行動力等をもって町行政に取り組
める方

昭和61年４月２日から平成８年４月１日ま
でに生まれた方で、次のいずれかに該当す
る方
①土木設計技術を習得するための専門課
程を卒業した方、又は平成26年３月３１日
までに卒業見込みの方
②測量士補、測量士、２級土木施工管理技
士、１級土木施工管理技士のいずれかの資
格を有する方又は平成26年３月31日まで
にいずれかの資格取得見込みの方（ただ
し、平成26年３月31日までに資格を取得
できなかった場合には、この試験に合格し
ても採用資格を失います。）

昭和61年４月２日以降に生まれた方で、保
健師免許を有する方又は平成26年５月31
日までに免許取得見込みの方（ただし、平成
26年５月31日までに免許を取得できな
かった場合には、この試験に合格しても採
用資格を失います。）

第２次試験は、いずれの職種も作文試験及び面接試験を実施します。
申し込み出来る試験区分は、１人１区分に限ります。また、申込書の受理後における試験区分の変更は認めら
れません。

筆記試験
・教養（高校卒業程度）
・適性

筆記試験
・教養（高校卒業程度）
・適性
・自己アピール論文

筆記試験
・教養（高校卒業程度）
・適性
・土木専門試験（高校卒業程度）

筆記試験
・教養（高校卒業程度）
・適性
・保健師専門試験

※
※
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75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、今
年
も
敬
老
福
祉
大
会「
元

気
！
ふ
れ
あ
い
長
寿
の
つ
ど
い
」を

９
月
５
日（
木
）、６
日（
金
）の
２

日
間
、そ
れ
ぞ
れ
午
前
11
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
、紀
州
南
部
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル（
山
内
）で
開
催
し
ま

す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
て
、ぜ

ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、一日
楽
し
く

ゆ
っ
く
り
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、今
年
の
対
象
は
、昭
和

14
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
で
す
。

●
９
月
５
日
の
参
加
対
象
地
区

　

南
部（
堺・埴
田・片
町
以
外
）

　

地
区
、高
城
地
区
、清
川
地
区

●
９
月
６
日
の
参
加
対
象
地
区

　

南
部(

堺・埴
田・片
町)

地
区
、

　

岩
代
地
区
、上
南
部
地
区

　

対
象
の
皆
さ
ん
に
は
、８
月
上

旬
に
案
内
状
を
郵
送
し
ま
す
。

　

参
加
申
込
書
を
同
封
し
て
い

ま
す
の
で
、ご
記
入
の
上
、８
月
21

日（
水
）ま
で
に
ご
自
分
の
地
区
の

長
寿
ク
ラ
ブ
役
員
さ
ん（
上
表
）

に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。　

　

く
わ
し
く
は
、ふ
れ
愛
セ
ン

タ
ー（
保
健
福
祉
課
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

各地区長寿クラブ役員（敬称略）

地区名 長寿クラブ名 役　員　名 地区名 長寿クラブ名 役　員　名
堺第１長寿クラブ
堺第２長寿クラブ
福寿会
和交クラブ
新町長寿クラブ
王子クラブ
南道元気会
栄寿クラブ
芝崎不老寿会
東吉田長寿クラブ
気佐藤長寿クラブ
新庄長寿クラブ
（区長さんに申込）
山内喜楽会
寿クラブ
喜楽会

堺
  

埴 田
片 町
新 町
北 道
南 道
芝

芝 崎
東 吉 田
気 佐 藤
新 庄
千 鹿 浦
山 内
東 岩 代
西 岩 代

柳　本　澄　生
濵　本　市　夫
森　　　　茂
岡　　　昌　美
辻　村　　環
堅　田　恒　夫
室　井　大　輔
新　家　昭　煇
矢　口　節　美
伊　藤　和　雄
尾　崎　盛　雄
武　田　益　治
川　畑　逸　生
山　中　正　次
地　主　昭太郎
井　野　郁　治

第一寿養会
（区長さんに申込）
第三寿養会
和楽会
松寿会
梅の里
明老会
天寿会
楽生会
城西第一寿会
城西第二寿会
梅寿会

福寿会

第一清寿会
第二清寿会

谷 口
筋

徳 蔵
熊 岡

晩 稲

東 本 庄

西 本 庄
滝・高 野
土井 ・ 市井川
熊 瀬 川
島之瀬 ・ 広野
東神野川
大川 ・ 名之内
木ノ川 ・ 軽井川

森　本　千代子
中　畑　俊　一
森　　　圭　子
内　川　　弘
塩　田　義　治
桐　本　澤　子
佐々木　　優
植　野　一　男
中　村　　武
大　串　　淳
寒　川　　進
中　家　長　久

岡　﨑　義　明

仁　木　　豊
平　山　榮　市

参
加
申
し
込
み
は

８
月
21
日
ま
で
に

長
寿
ク
ラ
ブ
役
員
さ
ん
へ

■
応
募
作
品(

テ
ー
マ)

未
来
の
科
学
の
世
界
や
未
来
へ

の
夢
を
え
が
い
た
も
の

　

例
え
ば
、こ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た

ら
便
利
だ
な
あ
。楽
し
い
な
あ
。

環
境
が
よ
く
な
る
ぞ
。み
ん
な
が

助
か
る
ぞ
。な
ど
、自
由
に
絵
で

表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

豊
か
な
創
造
性
・
自
由
な
発
想
を
形
に！

第
19
回 

未
来
の
科
学
の
夢
絵
画
展

■
応
募
作
品　

○
自
分
た
ち
の
生
活
に
役
立
つ

便
利
な
も
の

○
今
ま
で
に
あ
る
物
を
改
良
し

て
使
い
や
す
く
し
た
も
の

○
工
夫
を
こ
ら
し
た
お
も
ち
ゃ

○
そ
の
他
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た

創
作
品

■
応
募
作
品（
テ
ー
マ
）　
わ
た

し
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
あ
る

様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向

け
た
啓
発
標
語

■
応
募
対
象　

小
学
生
の
部
、中

学
生
の
部
、一
般（
高
校
生・大
学

生
含
む
）の
部

■
応
募
期
間
　
８
月
29
日（
木
）

〜
９
月
13
日（
金
）

■
応
募
先
　
各
公
民
館

＊
く
わ
し
く
は
、教
育
学
習
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

第
20
回 

発
明
発
見
創
意
く
ふ
う
展

『
人
権
を
考
え
る
啓
発
標
語
』を
募
集

■
応
募
資
格　

町
内
小・中
学
生（※

町
内
在
住
、在
学
に
限
る
）

■
応
募
期
間　

８
月
29
日（
木
）〜
９
月
４
日（
水
）

＊
応
募
作
品
は
、各
学
校
ま
た
は
各
公
民
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
は
、９
月
７
日（
土
）・８
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

ま
で
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

豊
か
な
創
造
性
・
自
由
な
発
想
を
形
に！

豊
か
な
創
造
性
・
自
由
な
発
想
を
形
に！
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「
元
気
！
ふ
れ
あ
い
長
寿
の
つ
ど
い
」を
開
催

「
元
気
！
ふ
れ
あ
い
長
寿
の
つ
ど
い
」を
開
催

「
元
気
！
ふ
れ
あ
い
長
寿
の
つ
ど
い
」を
開
催

９
月
５
日
・
６
日
に

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（
℡
７4
ー
３
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（
℡
７4
ー
３
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
３
１
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
３
１
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ



　

気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、大
雨
や

津
波
、高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な

災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
時

に
、警
報
を
発
表
し
て
警
戒
を
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。８
月
30
日

（
予
定
）か
ら
は
、よ
り
は
な
は
だ

し
い
大
雨
や
大
き
な
津
波
等
が

予
想
さ
れ
、重
大
な
災
害
に
よ
る

危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

お
知
ら
せ
し
、特
別
な
警
戒
を
呼

び
掛
け
る
た
め
に
、新
た
に「
特

別
警
報
」を
発
表
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
の
対
象
と
す
る
現

象
は
、「
東
日
本
大
震
災
」や
我
が

国
の
観
測
史
上
最
高
の
潮
位
を

記
録
し
た「
伊
勢
湾
台
風
」の
高

潮
、紀
伊
半
島
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た「
平
成
23
年
台
風

第
12
号
」の
豪
雨
等
が
該
当
し
ま

す
。

　

特
別
警
報
が
出
た
地
域
は
、数

十
年
に一
度
し
か
な
い
よ
う
な
非

常
に
危
険
な
災
害
が
起
こ
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。屋
外
の
状
況

や
、避
難
指
示
・
勧
告
等
に
十
分

注
意
し
、た
だ
ち
に
命
を
守
る
た

め
の
行
動
を
と
って
く
だ
さ
い
。

ま
た
、大
雨
等
の
被
害
を
防
ぐ
に

は
時
間
を
追
っ
て
発
表
さ
れ
る
注

意
報
や
警
報
、そ
の
他
の
気
象
情

報
を
活
用
し
て
、早
め
早
め
の
行

動
を
と
る
こ
と
が
あ
な
た
や
家

族
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

特
別
警
報
の
詳
細
は
、気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

気
象
庁
和
歌
山
地
方
気
象
台

防
災
業
務
課（
℡
０
７
３

－４
２

２

－５
３
４
８
）

　

９
月
１
日
、小
学
生
や
中
学
生

の
積
極
的
な
参
加
と
と
も
に
、地

域
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
と

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、町
内
一
斉
に
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

　

南
部
・
岩
代
・
上
南
部
地
区
で

は
、県
の
津
波
浸
水
想
定
を
考
慮

し
た
津
波
避
難
訓
練
を
、高
城・

清
川
地
区
で
は
、地
震
発
生
後
の

安
否
確
認
や
防
災
知
識
の
向
上

を
図
る
訓
練
を
計
画
中
で
す
。

訓
練
の
詳
細
は
、後
日
地
域
の
自

主
防
災
会
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
の
で
、積
極
的
な

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
避
難
訓
練
や
防
災

対
策
の
話
し
合
い
を
重
ね
、災
害

か
ら
自
分
や
家
族
、地
域
住
民
を

守
る
た
め
の
知
識・判
断
力・行
動

力
を
養
い
、い
ざ
と
い
う
時
に
慌

て
な
い
よ
う
に
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

み
な
べ
町
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

９
月
１
日
は
、「
防
災
の
日
」
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重大な災害の起こる恐れがある時に
新たに『特別警報』が発表されます
重大な災害の起こる恐れがある時に
新たに『特別警報』が発表されます



　

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
・
紀

の
国
わ
か
や
ま
大
会
の
開
・
閉

会
式
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
及
び
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、多

く
の
県
民
の
皆
様
に
出
演
い
た

だ
き
、地
域
の
有
名
な
太
鼓
や

踊
り
な
ど
様
々
な
要
素
を
織

り
交
ぜ
て
、和
歌
山
の
魅
力
を

最
大
限
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

開・閉
会
式
を
大
い
に
盛
り

上
げ
る
た
め
、県
民
の
皆
様
か

ら
広
く
演
技
・
演
目
の
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

及
び
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
披
露
し
た
い
演
技
・
演
目
の

情
報
。

　

開
・
閉
会
式
に
出
演
し
て
こ

ん
な
こ
と
が
し
た
い
、あ
の
団
体

に
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
も
ら
え

れ
ば
？
と
いっ
た
情
報
に
、団
体

の
情
報
を
添
え
て
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

●
募
集
期
間　

平
成
25
年
８

月
30
日（
金
）ま
で（
当
日
消
印

有
効
）

●
応
募
資
格　

和
歌
山
県
内

に
在
住
の
方
、和
歌
山
県
内
で

活
動
さ
れ
て
い
る
団
体

●
応
募
方
法　

郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
ご
応
募

く
だ
さ
い（
様
式
は
問
い
ま
せ

ん
）。

●
応
募
先

〒
６
４
５

－８
５
８
５　

和
歌

山
市
小
松
原
通
一
丁
目
１
番
地

　

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
・
紀

の
国
わ
か
や
ま
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局（
和
歌
山
県
国
体
推

進
局
競
技
式
典
課
内
）「
開・閉

会
式
ア
イ
デ
ア
募
集
係
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
３

－

４
４
１

－２
５
７
７ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
３

－

４
２
７

－５
３
７
７

M
ail:e0013001

＠pref.wakayama.lg.jp

＊
く
わ
し
く
は
、教
育
委
員
会

（
℡
74

－３
１
３
４
）又
は
右
記

実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

大
き
な
揺
れ
の
地
震
が
発
生

し
た
と
き
、住
居
が
倒
壊
し
な
く

て
も
家
具
の
転
倒
な
ど
に
よ
り

大
き
な
被
害
を
受
け
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、従
来
か
ら
の
家
具
転

倒
防
止
金
具
等
取
付
事
業
を
見

直
し
、高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
障

が
い
者
の
み
の
世
帯
な
ど
を
対
象

に
、家
具
転
倒
防
止
金
具
の
購
入

費
用
等
の一部
を
補
助
す
る
、「
高

齢
者
世
帯
等
防
火
防
災
機
器
設

置
補
助
金
」を
創
設
し
ま
し
た
。

●
補
助
対
象
者（
世
帯
）

１　

65
歳
以
上
の一
人
暮
ら
し
高

齢
者

２　

世
帯
構
成
員
が
す
べ
て
65

歳
以
上
の
世
帯
の
世
帯
主

３　

身
体
障
害
者
手
帳（
１
級
、

２
級
、３
級
）の
交
付
を
受
け
て
い

る
者
で
、一
人
暮
ら
し
又
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
み
と
同
居
す

る
世
帯
の
世
帯
主

４　

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
者
で
、一人
暮
ら
し
又
は
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
と
同
居

す
る
世
帯
の
世
帯
主

５　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳（
１
級
、２
級
、３
級
）の
交
付

を
受
け
て
い
る
者
で
、一人
暮
ら
し

又
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

と
同
居
す
る
世
帯
の
世
帯
主

６　

身
体
障
害
者
手
帳（
１
級
、

２
級
、３
級
）、療
育
手
帳
、精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
者
の
み
の
世
帯
の

世
帯
主

７　

生
活
保
護
世
帯
の
世
帯
主

●
補
助
対
象
経
費

○
Ｌ
型
金
具
や
家
具
連
結
用
金

具
な
ど
、家
具
転
倒
防
止
金
具

（
器
具
）の
購
入
費

○
家
具
転
倒
防
止
金
具（
器
具
）

の
取
り
付
け
費

●
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
１
０
０
％

（
上
限
４
０
０
０
円
）

●
補
助
金
の
申
請
方
法

　

次
の
書
類
を
総
務
課
防
災
係

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

普
段
か
ら
、補
助
対
象
者
の
身

の
回
り
の
世
話
を
し
て
い
る
世
帯

の
方
な
ど
の
代
理
申
請
も
で
き
ま

す
。く
わ
し
く
は
総
務
課
防
災
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
提
出
書
類
〕

①
町
指
定
の
申
請
書（
高
齢
者

世
帯
等
防
火
防
災
機
器
設
置
補

助
金
交
付
申
請
書
）

②
補
助
対
象
経
費
が
確
認
で
き

る
書
類（
領
収
書
な
ど
）

③
振
込
口
座
が
確
認
で
き
る
書

類
　

高
齢
者
世
帯
等
防
火
防
災
機

器
設
置
補
助
金
で
は
、従
来
か
ら

の
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
補

助
金
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
を

対
象
に
、住
宅
用
火
災
警
報
器
の

購
入
又
は
設
置
費
用
の一部
補
助

（
上
限
４
０
０
０
円
）も
し
て
い
ま

す
。

　

各
補
助
金
の
く
わ
し
い
こ
と
は

は
総
務
課
防
災
係（
℡
０
７
３
９

－

　

－

２
０
５
１
）ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

72
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家
具
転
倒
防
止
金
具
等
の
購
入
、又
は

取
り
付
け
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す！

家
具
転
倒
防
止
金
具
等
の
購
入
、又
は

取
り
付
け
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す！

家
具
転
倒
防
止
金
具
等
の
購
入
、又
は

取
り
付
け
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す！

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体・紀
の
国
わ
か
や
ま
大
会

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体・紀
の
国
わ
か
や
ま
大
会

「
開・閉
会
式
の
ア
イ
デ
ア
大
募
集

「
開・閉
会
式
の
ア
イ
デ
ア
大
募
集

「
開・閉
会
式
の
ア
イ
デ
ア
大
募
集

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ



　６月16日、少林寺拳法県民体育大会が橋本市で開かれ、南部スポーツ少年団
及び南部道院のメンバーが出場し、５部門で最優秀となるなど、優秀な成績を収
めました。最優秀のメンバー（小学生白・黄帯の部を除く）は、８月に大阪市で開かれる少林寺拳法世界大会に出場する
予定です。
【組演武】●白・黄帯の部　最優秀＝小田愛里・泰地音羽　●緑帯の部　優良＝山下大和・藤原匠　●茶帯の部　
優良＝前田明日香・坂本夏美　●小学生有段の部　優良＝中川弘陸・花光大生、努力＝畑垣聖・南部慶道　●中学
生男子の部　最優秀＝小西悠介・宮本大暉、優秀＝沖見史哉・森星奈、努力＝上野恵吾・中川七海、出口皓喜・児玉悠
●一般男子二段の部　最優秀＝玉口徹・大島幹生　●一般男子四段の部　優秀＝堀口敏寿・江向泰紀、優良＝竹中
恵介・池上亮　●一般女子二段の部　努力＝堂本愛美・藍畑明子　［敬称略］
【団体演武】●小学生の部　最優秀、努力　●中学生の部　最優秀　●一般の部　優秀

少林寺拳法世界大会に出場！
他人を思いやる精神を育て、日々鍛錬を重ねています

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ
“社会を明るくする運動”に、ご協力を

NEWS

　６月26日、田辺保護司会みなべ分会の保護司のみなさんが町長室を訪れ、法務大臣と和歌山県知事からの「社会を
明るくする運動」のメッセージを伝達しました。
　「社会を明るくする運
動」は、すべての国民が、
犯罪や非行の防止と、犯
罪をした人や非行のある
少年の更生について理解
を深め、それぞれの立場
において力を合わせ、犯
罪や非行のない安全で安
心な地域社会を築こうと
する全国的な運動です。

田辺保護司会みなべ分会のみなさん

広報みなべ　2013.8
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おばあちゃん、お星さまのかんむりをかぶせてあげるね
私がつくったんだよ、かわいいでしょう
　７月初めに町内の各保育所や幼稚園などで七夕まつりが行なわれました。
　４日には、高城保育所の園児たちがおじいちゃんやおばあちゃんと一緒に七夕飾りをつくり、思い思いの願い事を書い
た短冊と一緒に自分たちの身長の何倍もある大きな笹に飾りつけました。七夕飾りが完成すると、「すっごい、大きい。きれ
い」と大はしゃぎ。みんなの願い事がかないますように…。

最初のプールはちょっとドキドキ！つめたくないかなぁ？

　7月に入り町内の各保育所ではプール遊びが始まりました。
　プールに入る前には先ず体操。それから少しずつお顔から順番にお水をかけて、待ちに待ったプールの中へ。「キャア
～、つめたい」「お水かけないでぇ」、暑さなんかに負けない元気な子どもたちの歓声があがっていました。

きいちゃんからのお願い
国体に向けて、みんなで綺麗なお花を育ててください
　7月10日に南部小学校１年生の子どもたちが、千里球場など国体の開催会場を飾るための花苗をプランターに植え付
けました（今年は、本番に向けての予行練習です）。
　２人１組で１つのプランターに４本ずつ植え付け、最後にプランターに自分の名前を書いた国体のＰＲシールを貼り付け
ました。これから大きくなってたくさんの花が咲くまで、お水をやったりとお世話をして大切に育ててくれます。
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　1937年、スペインの小さな町

ゲルニカが無差別攻撃にあい、

市民が多数亡くなった。怒りと悲

しみをこめて「ゲルニカ」を制作

するピカソ。ピカソのこと、「ゲルニ

カ」のことがよく分かる大型本で

す。

●続・世界の子どもたちは今 １

～３（アムネスティ・インターナショ

ナル）●保健室で見るアレルギ

ーの本 １～３（近藤ともこ）●カ

エルの歌姫（如月かずさ）●ドレ

スを着た男子（ウォリアムズ）

●王子とこじき（トウェイン）●て

んまのとらやん（関屋敏隆）●お

へそがえる・ごん（赤羽末吉）

ゆめよみ館・子ども向け

　読売新聞全国版の「人生案

内」の回答者となって５年。様 な々

質問に向き合い、心を寄せ、手紙

を書くように優しく回答する著者の

文章は、多くの人々の反響を呼ん

でいます。読む人の心も温めて、

励ましてくれる一冊です。

●なごり歌（朱川湊人）●壺中の

回廊（松井今朝子）●旅の窓（沢

木耕太郎）●文体練習（レーモ

ン・クノー）●明日は、もうそこに（水

谷修）●認知症の人の食事支援

ＢＯＯＫ（山田律子）●子どもと登

るはじめての富士山（関良一）

●いのちを守る気象情報（斉田

季実治）

ゆめよみ館・大人向け

　絵本『100万回生きたねこ』の
作者佐野洋子さんが、1988年
から2007年の間に行った、明石
家さんま、谷川俊太郎、大竹しの
ぶ、おすぎ、岸田今日子ら各氏と
の10の対談集を収録。毒舌で
怖いものなしの著者の唯一の弱
点とは？　私生活も赤裸々に公
開した、驚きと笑いが満載の１冊
です！
●夢幻花（東野圭吾）●風工
房のシンプル夏ニット、こもの（風
工房）●円山応挙　日本絵画
の破壊と創造

上南部分館・大人向け

上南部分館・子ども向け
上南部分館　おはなしの会
８月７日（水）午後３時から

　戦争を語り伝える機会が少なくなった今、当時を振り返っ
てみませんか。戦争の記録や体験、暮らしなどを伝えてくれ
る本を紹介します。

８月のゆめよみ館テーマ展示

「戦争を伝える」

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

1階

　４年生くらいになると、伝記ものに興味がでてくるようで
す。武将や政治家だけでなく、いろんな分野で、地味だけれ
どとても大事な仕事をしてくれた人たちを紹介します。

「知りたいな、いろんな生きかた」2階

ゲ
ル
ニ
カ―
ピ
カ
ソ
、故
国
へ
の
愛

ア
ラ
ン・セ
ー
ル（
冨
山
房
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

認
め
て
励
ま
す
人
生
案
内

 

　
　  

　
　

　
増
田
明
美（
日
本
評
論
社
）

ほ
ん
と
の
こ
と
言
え
ば
？
佐
野
洋
子
対
談
集

　
　
　
　
　
　佐
野
洋
子（
河
出
書
房
新
社
）

こんな本、いかが？

通 信

３日（土）わくわくタイム（10:30～）
　　　　おはなし会（14:00～）
５日（月）休館
７日（水）チリメンモンスターをさがせ！
　　（小学4年生以上・14:00～）
８日（木）ちいさいひとのための
　　おはなし会（0～3歳）（10:30～）
　　　　チリメンモンスターをさがせ！
　　（小学1～3年生・14:00～）
10日（土）おはなし会（14:00～）
　　調べる学習ｺﾝｸｰﾙ展示（～22日）
12日（月）休館
17日（土）おはなし会（14:00～）
19日（月）休館
22日（木）ちいさいひとのための
　　おはなし会（0～3歳）（10:30～）
23日（金）つくってあそぼう！（14:00～）
24日（土）ビデオ上映会（10：30～）
　　　　おはなし会（14:00～）
26日（月）休館
30日（金）休館（月末休館日）
31日（土）おはなし会（14:00～）

※８月のおはなしの会は、
第一水曜日にかわります

ゆめよみ館・８月のカレンダー

●すいぞくかんのみんなの１日
（松橋利光）●お米ができた！
●めざめれば魔女（マーガレッ
ト・マーヒー）

●日程　８月 ６ 日（火）～８月 ８ 日（木）上南部分館で
　　　　　８月１０日（土）～８月２２日（木）ゆめよみ館で
　小学生から大人まで、テーマも中身もすごくおもしろい入賞
作品を一挙に展示

「調べる学習コンクール」入賞作品展示

●と　き　８月21日（水）　午後２時から
●場所　生涯学習センター３階
　　　　視聴覚ホール
●内容　ろうそくをともして、昔話を語ります。
　　　　ドキドキ、わくわくのお話を一緒に
　　　　楽しみませんか。

おはなしをきく会

●と　き　８月２３日（金）　午後２時から
●場所　ゆめよみ館　２階会議室　６歳くらいから楽しめます。

つくってあそぼう！“万華鏡”
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の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

　

心
身
障
害
児
等
在
宅
扶
養
手

当
は
、
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未

満
の
お
子
さ
ん
を
自
宅
で
扶
養

し
て
い
る
方
に
、
在
宅
障
害
者

等
福
祉
手
当
は
、
自
宅
で
生
活

し
て
い
る
障
が
い
が
あ
る
20
歳

以
上
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

心
身
障
害
児
等
在
宅
扶
養
手

当
の
支
給
額
は
、
月
額
５
０
０

０
円
。
在
宅
障
害
者
等
福
祉
手

当
の
支
給
額
は
、
月
額
４
０
０

０
円
で
、
ど
ち
ら
も
９
月
と
３

月
に
半
年
分
ず
つ
支
払
わ
れ
ま

す
。

　

支
給
対
象
の
方
は
、
●
町
内

に
住
み
（
在
宅
障
害
者
等
は
１

年
以
上
）
●
福
祉
施
設
に
入
所
し

て
い
な
い
、
次
の
①
〜
③
の
い
ず

れ
か
の
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
で

す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２

級
・
３
級
・
４
級　

②
療
育
手
帳

Ａ
・
Ｂ　

③
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
・
２
級
・
３
級

　

〔
た
だ
し
、
在
宅
障
害
者
等
福

祉
手
当
に
は
収
入
制
限
（
73
万
８

５
０
０
円
）
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
国
民
年
金
障
害
基
礎
年
金
２

級
以
上
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

年
金
額
が
制
限
額
を
超
え
ま
す
の

で
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
〕

　

な
お
、
支
給
を
受
け
る
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。
障
が
い
の
状
態

が
、
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る

が
申
請
し
て
い
な
い
と
い
う
方

は
、
８
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
保

健
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

す
で
に
申
請
済
の
方
は
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、20

歳
未
満
で
身
体
や
知
的
、精
神

に
中
程
度
以
上
の
障
が
い
が
あ

る
、ま
た
は
長
期
に
わ
た
っ
て

安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
に
あ

る
子
ど
も
を
、家
庭
で
養
育
し

て
い
る
父
母
、ま
た
は
父
母
に

代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、毎

年
８
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届
の
提
出
は
８
月
末
ま
で
に

申
請
が
ま
だ
の
方
は
８
月
末
ま
で
に

建
設
課（
℡
７4
ー
３
３
３
５
）か
ら
お
知
ら
せ

建
設
課（
℡
７4
ー
３
３
３
５
）か
ら
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
５
４
４
）か
ら
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
５
４
４
）か
ら
お
知
ら
せ

　

８
月
は「
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
」、８
月
10
日
は「
道
の
日
」で

す
。

　

今
年
も
和
歌
山
県
内
一
斉
に

「
紀
州
路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦.

13
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
も
８
月
24
日（
土
）午
前

に
、主
要
な
道
路
の
清
掃
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

道
路
沿
い
の
空
き
缶
や
ご
み

拾
い
な
ど
、身
近
な
道
路
の
清
掃

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
み
ん
な
の
道
路
を
み
ん
な
で

美
し
く
！
」

　

８
月
15
日（
木
）は
、68
回
目
の

終
戦
記
念
日
で
す
。

　

先
の
大
戦
で
尊
い
命
を
捧
げ

た
方
々
に
思
い
を
は
せ
、こ
の
方
々

が
身
を
挺
し
て
築
い
て
く
れ
た

平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
か
み
し
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

こ
の
日
の
正
午
、鎮
魂
の
た
め

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、

黙
祷
を
お
願
い
し
ま
す
。

心
身
障
害
児
等
在
宅
扶
養
手
当　

在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当

美
し
い
街
は
道
路
か
ら

８
月
24
日
は「
紀
州
路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦.

13
」

８
月
15
日
は
、
終
戦
記
念
日
で
す

黙
祷
を
お
願
い
し
ま
す
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住
民
環
境
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

住
民
環
境
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

入
札
状
況
審
査
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

８
月
１
日 

・
６
日 

・
７
日
に

テ
ー
プ
類
一
斉
回
収
を
行
い
ま
す

　

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
に
は
、金
属
が
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、適
正
に
処
理
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
為
、町
で
は
テ
ー
プ
類
だ

け
の一斉
回
収
を
、年
２
回
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
１
回
目
の
回
収
を
次

の
通
り
行
い
ま
す
の
で
、ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

類
と
は
別
に
し
て
、テ
ー
プ
類
だ

け
を
資
源
ご
み
用
指
定
袋
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
８
月
１
日（
木
）

上
南
部
地
区
、高
城
地
区
、清
川

地
区

●
８
月
６
日（
火
）

埴
田
、梅
ヶ
丘
団
地
、鹿
島
台
、片

町
、新
町
、北
道

●
８
月
７
日（
水
）

堺
、南
道
、中
島
、芝
、矢
谷
、芝

崎
、東
吉
田
、

気
佐
藤
、新

庄
、千
鹿
浦
、

山
内
、東
岩

代
、西
岩
代

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

現
況
届
の
提
出
は
、
８
月
30
日
ま
で

 

児
童
扶
養
手
当
は
、子
ど
も
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
支

給
さ
れ
ま
す
。﹇
但
し
、所
得
制

限
が
あ
り
、請
求
者
と
扶
養
義

務
者
等
の
前
年
の
所
得
が
限
度

額
以
上
の
場
合
は
、そ
の
年
度

（
８
月
か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で
）

は
、手
当
の
全
部
、ま
た
は一
部
が

支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。﹈

　

児
童
扶
養
手
当
を
引
き
続
き

受
け
る
に
は
、毎
年
８
月
に
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

現
況
届
は
、８
月
初
め
に
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
で
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
送
付

し
ま
す
の
で
、８
月
30
日（
金
）ま

で
に
住
民
環
境
課
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
札
状
況
審
査
委
員
会
を
開

催
し
、24
年
度
下
半
期
に
お
け
る

公
共
事
業
の
発
注
状
況
に
つ
い
て

町
か
ら
報
告
し
、そ
の
中
か
ら
委

員
会
が
抽
出
し
た
工
事
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。

■
委
員
会
で
の
質
疑（
抜
粋
）

〔
稲
谷
道
路
災
害
復
旧
工
事
〕

問　

指
名
業
者
の
選
考
は
。

答　

法
枠
吹
付
工
法
で
あ
る
こ

と
か
ら
、と
び
土
工
工
事
に
な
り

ま
す
が
、崩
土
除
去
処
理
も
相

当
量
あ
る
こ
と
か
ら
、一
般
土
木

工
事
と
し
て
指
名
業
者
を
選
考

し
て
い
ま
す
。

問　

ラ
ン
ダ
ム
係
数
の
導
入
に
よ

り
良
か
っ
た
点
等
あ
り
ま
す
か
。

答　

ラ
ン
ダ
ム
係
数
を
導
入
し
た

こ
と
で
、最
低
制
限
価
格
で
の
く

じ
引
き
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

＊
ラ
ン
ダ
ム
係
数
と
は
、一
定
の
範

囲
で
無
作
為
に
発
生
さ
せ
た
係

数
。最
低
制
限
価
格
な
ど
の
算

定
の
基
礎
と
な
る
価
格
に
こ
の
係

数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、最
低
制

限
価
格
と
し
て
設
定
し
ま
す
。

〔
町
道
王
子
竜
南
線
王
子
橋
塗

装
塗
替
工
事
〕

問　

欄
干
を
取
り
替
え
る
よ
う

だ
が
、錆
び
る
ま
で
放
って
置
か
な

い
で
長
持
ち
さ
せ
る
方
法
は
な

か
っ
た
の
か
。

答　

橋
桁
と
欄
干
の
塗
り
替
え

を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、今
回

調
査
し
た
結
果
、欄
干
の
高
さ
が

足
り
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

の
で
、や
り
変
え
と
な
り
ま
し

た
。

問　

今
後
計
画
的
に
毎
年
い
く

つ
か
補
修
工
事
を
や
っ
て
い
く
の

か
。

答　

そ
の
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

＊
入
札
状
況
審
査
委
員
会
の
議

事
概
要
に
つい
て
は
、検
査
室
に
て

公
表
し
て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
県
下
水
道
協
会
は
、

平
成
25
年
度
和
歌
山
県
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の

資
格
認
定
試
験
を
次
の
通
り
行

い
ま
す
。

●
試
験
日　

11
月
24
日
（
日
）

●
試
験
場
所　

和
歌
山
県
民
文

化
会
館
（
和
歌
山
市
小
松
原
通

一
丁
目
１
番
地　

和
歌
山
県
庁

正
面
前
）

＊
11
月
10
日
、
同
会
場
で
希
望

者
に
受
験
講
習
を
実
施
し
ま

す
。

●
申
込
書
配
布
期
間　

８
月
19

日
（
月
）
〜
９
月
13
日
（
金
）

●
申
込
書
受
付
期
間　

９
月
２

日
（
月
）
〜
９
月
13
日
（
金
）

●
申
込
書
配
布
・
受
付
場
所　

　

和
歌
山
県
下
水
道
協
会
、
ま

た
は
町
上
下
水
道
課
（
役
場
庁

舎
隣
・
み
な
べ
浄
化
セ
ン
タ
ー

内
）

●
問
い
合
わ
せ
先　

和
歌
山
県

下
水
道
協
会
試
験
等
運
営
委
員

会
事
務
局
（
和
歌
山
市
建
設
局

下
水
道
部
下
水
道
経
営
課
内　

℡
０
７
３̶

４
３
５̶

１
０
９

３
）
、
ま
た
は
町
上
下
水
道
課
へ

上
下
水
道
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら
お
知
ら
せ

上
下
水
道
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら
お
知
ら
せ

い
の
ち

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

資
格
認
定
試
験
の
お
知
ら
せ

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ
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産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

８
月
〜
10
月
は「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間
」

８
月
〜
10
月
は「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間
」

農
地
を
耕
作
し
て
く
れ
る
方
を
探
し
ま
す

〝
新
・
い
き
い
き

   

農
地
活
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〞

農地所有者代理事業（手続きの流れ）

　

昨
年
７
月
１
日
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
、み
な
べ
い
な
み
農
業
協

同
組
合
が
事
業
主
体
の「
農
地

利
用
集
積
円
滑
化
団
体
」（
以
下

円
滑
化
団
体
）に
、今
年
の
７
月

１
日
か
ら
印
南
町
が
加
入
し
ま

し
た
。

　

円
滑
化
団
体
で
は
、農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
及
び
町
の

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
基
本

構
想
に
則
し
て
、効
率
的
か
つ
安

定
的
な
農
業
経
営
を
営
む
農
業

者
に
対
す
る
農
用
地
の
利
用
集

積
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、農
地

利
用
集
積
円
滑
化
事
業（
農
地

所
有
者
代
理
事
業
）を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

農
地
所
有
者
か
ら
農
地
の
貸

付
け
等
の
委
任
を
受
け
て
、農
地

を
意
欲
あ
る
農
業
者
に
貸
付
け

等
を
行
う
も
の
で
、都
合
で
耕
作

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
農
地
を
、

代
わ
り
に
耕
作
し
て
く
れ
る
借

り
手
の
農
家
を
お
探
し
し
ま

す
。

○
円
滑
化
団
体
は
所
有
者
と
利

用
権
等
に
つ
い
て
委
任
契
約
を

結
び
、そ
の
契
約
に
基
づ
き
、農

　

優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
の
促
進
を
図
る

た
め
、毎
年
１
回
、農
地
法
の
規
定
に
よ
り
町
内
全

域
の
農
地
の
利
用
状
況
調
査
の
た
め「
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
県
で
は
平
成
23
年
度
か
ら「
新・い
き
い
き

農
地
活
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に
取
り
組
み
、こ
れ
ま
で
の

活
動
に
検
証
を
加
え
な
が
ら
、耕
作
放
棄
地
の
発
生

防
止
と
解
消
な
ど
に
向
け
て
強
化
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、町
内
の
耕
作
放
棄
地
は
昨
年
の
調
査
で

約
13
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
も
地

域
の
実
情
に
即
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、農
業
委
員

会
の
十
分
な
役
割
や
使
命
を
発
揮
し
、耕
作
放
棄
地

解
消
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

地
の
所
有
者
を
代
理
し
て
権
利

設
定
を
調
整
し
ま
す
。

○
権
利
の
設
定
は
、農
用
地
利
用

集
積
計
画
等
に
よ
り
所
有
者
と

農
地
の
受
け
手
で
行
わ
れ
ま
す
。

○
受
け
手
が
み
つ
か
る
ま
で
の
間

は
、出
し
手（
所
有
者
）自
ら
農
地

を
耕
作（
管
理
）す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

農
地
の
貸
付
け
等
の
申
し
込

み
に
は
、各
種
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、農
地
の
利
用
集
積
や
規

模
拡
大
な
ど
を
希
望
す
る
借
り

手
の
農
家
の
方
も
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

み
な
べい
な
み
農
業
協
同
組
合
み

な
べ
営
農
セ
ン
タ
ー（
℡
72̶

１
１

７
４
）

役
場
産
業
課
内　

農
業
委
員
会

事
務
局（
℡
72̶

１
３
３
７
）

＊円滑化団体は、委任を受けた農地をまとめて担い手へ貸し付けることも可能。

②～⑦は
農地利用集積円滑化団体

①
地
権
者
か
ら
申
し
込
み

②
希
望
内
容
の
聴
取

③
農
地
等
の
確
認

④
受
任
農
地
の
適
否
の
判
断

⑤
委
任
契
約
の
締
結

⑥
受
け
手
の
選
任
・
協
議

⑦
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
作
成・申
し
出

⑧
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
策
定

⑨
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
決
定・権
利
設
定

⑧⑨は町農業委員会

※昨年の農地パトロールの様子
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全国一斉
「高齢者・障害者の人権あんしん相談」

強化週間を実施します！

日本赤十字社
「いのちと献血俳句コンテスト

和歌山地方法務局人権擁護課内　和歌山県人権擁護委員連合会
（℡０７３－４２２－５１６４）

☎０５７０－００３－１１０
（全国共通ダイヤル）

期　　間 ９月９日（月）～１５日（日）までの７日間

時　　間 午前８時30分～午後７時まで
ただし、土・日曜日については、午前10時～午後５時まで

相談内容 暴行・虐待などの高齢者や障がい者をめぐる
様々な人権相談。

相談は無料で、秘密は厳守されます。法務局職員又は人権
擁護委員が相談に応じますので、お気軽にご相談下さい。

【問い合わせ先】

高年齢者の雇用
・就業を支援します

「植木剪定技能講習」
　植木などの剪定に関する基礎的な知識及び技術を習
得します。受講対象者は、５５歳以上で雇用・就業を
希望する和歌山県在住の方（事前にハローワークの求
職登録が必要です。）

●講習期間　１０月１日（火）～９日（水）のうち７日間

●定　　員　２０名（定員超過の場合は選考）

●受 講 料　無　料

●会　　場　みなべ浄化センター（みなべ町役場隣）

●申込受付　８月２６日（月）～

【申込み・問い合わせ先】
公益社団法人みなべ町シルバー人材センター
（みなべ町社会福祉センター内）　℡７２－１３８９まで

●応募資格　年齢、性別、国籍は問いません。
●応募締切　平成25年 10月 15日（火）まで
●応募方法　
◯応募専用はがき、郵便はがき、団体（学校・一般）専用
　応募用紙、ＦＡＸ、パソコン、携帯電話のいずれかの方法
　により、作品（俳句）、郵便番号、住所（都道府県から）、
　氏名、学年・学校名（学生の場合）、電話番号を明記。
　くわしくは、ふれ愛センター（℡74－３３３７）又は下記
　コンテスト事務局（℡０４８－４８５－２３９５）まで、お問
　い合わせください。
●応募に関する注意事項　
◯テーマは、献血推進及び主に若年層（献血の次世代を担
　う層）に対する献血への理解促進を目的とし、献血、生
　命の尊さ、愛、友情、助け合い、感動などについて思う
　こと、感じたことを俳句で表現。必ずしも「献血」という
　言葉を使う必要はありません。
◯俳句は、有季定型（季語が有り、五・七・五音の定まっ
　た型）とし、季節（春・夏・秋・冬・新年）を応募要項に明記。
◯作品は当コンテスト応募のための創作であり、未発表の
　ものに限る。
●応募先　はがき　〒３５３－０００１　埼玉県志木市上宗岡
３－５－１１　日本赤十字社　第８回「いのちと献血俳句コン
テスト」事務局　ＦＡＸ　０３－４４７７－８６６９
パソコン　http://www.ken-haiku2013.jp
携帯電話　http://www.ken-haiku2013.jp/m/

　ジョブカフェわかやまは、和歌山県がハローワーク
をはじめとした関係機関と連携し、若者の就職を応援
することを目的に、就職相談から職業訓練、研修、就
職、職場定着までの一貫したサービスを一ヵ所でまと
めて受けることができる施設です。
　和歌山で就職を目指している学生及び３５歳未満の
若年求職者、35～40代前半の不安定就業者の方の、
就職相談、各種セミナー、職業紹介など色々なメ
ニューを取りそろえて、就職を目指してがんばってい
る皆さんをサポートし、疑問や相談に応じます。相談
などは無料です。
　また各地域でも出張相談を実施していますので、
お近くの会場にお気軽にお立ち寄り下さい。
（原則予約制　予約はジョブカフェわかやま
　　　　　　　　　　　   ℡０７３－４０２－５７５７まで）

第８回
若年者の安定就労やＵ･Ｉターン就職をサポート

若年者就職支援センター

「ジョブカフェわかやま」

会　場

日高振興局 第２火曜日

第１・第３金曜日

10時30分～16時

10時30分～16時西牟婁振興局

日程（毎月） 相談時間
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自
衛
隊
が
自
衛
官
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
行
い

ま
す
。（
①
応
募
資
格
、②
受
付

期
間
、③
試
験
日
）

●
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満　

②
10

月
3
日
ま
で　

③
9
月
19･
28

日（
和
歌
山
市
）、10
月
4
日（
田

辺
市
）

●
自
衛
官
候
補
生（
女
子
）

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満　

②
8

月
1
日
〜
9
月
6
日　

③
9
月

24
日（
和
歌
山
市
）

●
一
般
曹
候
補
生

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満　

②
8

月
1
日
〜
9
月
6
日　

③
1
次

＝
9
月
16
日（
和
歌
山
市･

田
辺

市･

串
本
町
）

●
航
空
学
生

①
高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満

②
8
月
1
日
〜
9
月
6
日　

③
1
次
＝
9
月
21
日（
和
歌
山
市
）

　

応
募
資
格
年
齢
は
、平
成
26

年
４
月
１
日
現
在
。

　

採
用
時
期
は
平
成
26
年
３
月
下

旬
〜
４
月
上
旬
予
定
で
す
。

　

願
書
請
求
、そ
の
他
お
問
い

合
わ
せ
は
自
衛
隊
御
坊
地
域
事

務
所（
℡
０
７
３
８̶

23̶

０
０

２
０
）ま
た
は
役
場
総
務
課
へ
。

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
　
　
　
　
　

（http://w
w
w
.m
od.go.jp/pc

o/w
akayam

a/

）も
ご
覧
下
さ

い
。

高年齢者の雇用
・就業を支援します

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

住民環境課
税　務　課
保健福祉課
産　業　課
う　め　課
会　計　課
共通ＦＡＸ
総　務　課
　 検 査 室
建　設　課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ　Ａ　Ｘ
保健福祉課
地域包括支
援センター
Ｆ　Ａ　Ｘ
上下水道課
　水 道 係
　下水道係
Ｆ　Ａ　Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ　Ａ　Ｘ

７２－２１６１
７２－２１６２
７２－２５４４
７２－１３３７
７４－３２７６
７２－２５９６
７２－３８９３
７２－２０５１
７２－２１４２
７４－３３３５
７２－１２２３
７２－１３３４
７２－１３３５
７４－３３３７
７４－８０６５

７４－８０１３

７２－３０８５
７２－３６０５
７２－４１８７
７４－３１３４
７４－３３３４
７４－２４１８
７４－２１９１
７４－３６２１

役　場

1階

2階

3階

ふれ愛
センター
（保健福祉
センター）

生涯学習
センター

1階

浄化センター
（役場庁舎隣）

1階

1階

2階

役場への電話は、時間短縮のためにも、できる
だけ用事のある課の直通番号へかけてください

役場ダイヤルイン（直通電話）

お願い～～

（24時間対応）

自
衛
隊
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

●
お
預
か
り
し
て
い
る
通
貨
・

証
券

１　

終
戦
後
、外
地
か
ら
引
き

揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
が
、上

陸
地
の
税
関
又
は
海
運
局
に
預

け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

２　

外
地
の
総
領
事
館
や
日
本

人
自
治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
、そ
の

後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

お
心
当
た
り
の
方
は
税
関
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。ご
本

人
だ
け
で
な
く
、ご
家
族
の
方

も
問
い
合
わ
せ
や
返
還
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

◯
大
阪
税
関 

監
視
部 

取
締
総

括
部
門　

〒
５
５
２̶

０
０
２

２　

大
阪
市
港
区
海
岸
通
２̶

１̶

４（
℡
06̶

６
５
７
６̶

３

１
１
５
）

◯
和
歌
山
税
関
支
署　

〒
６
４

０̶

８
２
８
７　

和
歌
山
市
築

港
６̶

22̶

２（
℡
０
７
３̶

４

２
８̶

３
８
８
２
）

◯
下
津
出
張
所　

〒
６
４
９̶

０
１
０
１　

海
南
市
下
津
町
下

津
３
０
６
６̶

16（
℡
０
７
３̶

４
９
２̶

０
２
８
０
）

◯
新
宮
出
張
所　

〒
６
４
７̶

０
０
６
１　

新
宮
市
三
輪
崎
３

０
０
６̶

２（
℡
０
７
３
５̶

31̶

５
２
５
８
）

　

気
候
に
合
わ
せ
て
、ム
ダ
な

電
気
器
具
の
使
用
は
控
え
、ま

た
電
気
器
具
な
ど
は
丁
寧
に
取

り
扱
い
、安
全
に
使
用
し
ま

し
ょ
う
。プ
ラ
グ
に
ホ
コ
リ
が

た
ま
る
と
、火
災
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。コ
ン
セ
ン

ト
の
プ
ラ
グ
は
、定
期
的
に
掃

除
し
ま
し
ょ
う
。

お
預
か
り
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
な
ど
を

税
関
で
お
返
し
し
て
い
ま
す

　

気
候
に
合
わ
せ
て
、ム
ダ
な

電
気
は
ム
ダ
な
く

安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う
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乳幼児健診 （ 場所 ふれ愛センター ）

予防接種（場所：ふれ愛センター）

※対象者には、学校を通じて案内を送付します。

（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

４・10か月児健診
（平成25年4月・平成24年10月生まれ） ８月２日（金）

８月28日（水）

13：00～13：30

実　施　日健診名（対象乳幼児） 受 付 時 間

13：00～13：30１歳６か月児健診
（平成23年12月・平成24年１・2月生まれ）

★参加費は無料。成人ならどなたでも参加ＯＫです。★

愛之園保育園（℡72-2371）   2日(金) 10：00～11：00

トレーニング教室
～はあと館（社会福祉センター）～～はあと館（社会福祉センター）～

8月2日（金）・9日（金）・16日（金）・
23日（金）・30日（金）

8月のおひさま広場

二　種　混　合
対象：小学6年生（平成13年４月２日～平成14年４月１日生）

８月５日（月）13：00～13：20
実　施　日予 防 接 種 名 受 付 時 間

（プール遊びは、着替え・タオルをご持参ください。いずれも雨天中止。）

プールで水遊び

大きなプールで遊ぼう

高城保育所
南部保育所
清川保育所
上南部保育所

（℡75-2044）  1・2日(木・金)
（℡72-4520）  ５・6日(月・火)
（℡76-2251）  6～8日(火～木)
（℡72-3022）  6日(火)
　　　　　 ２0日(火)外で自由遊び

センター
だより
センター
だより

（保健福祉課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

特定保健指導『健康塾』が始まります！特定保健指導『健康塾』が始まります！

～ミニドックの結果説明会～

説明日
8月6日（火）
　 7日（水）
　 9日（金）
  12日（月）
  19日（月）
  20日（火）

説明場所
役　場
役　場
役　場

ふれ愛センター
ふれ愛センター
ふれ愛センター

説明日
8月21日（水）
　 23日（金）
　 26日（月）
　 27日（火）
　 29日（木）
　 30日（金）

説明場所
ふれ愛センター
ふれ愛センター
ふれ愛センター
ふれ愛センター
ふれ愛センター
高城公民館

受付時間は、いずれも午後１時～２時30分です。
但し、子宮・乳房（触診）検診の受付は、午後１時～１時30分
です。
※６日、７日、９日、29日、30日は、乳房視触診はありません。

　ミニドックの結果説明会の説明日と場所は、下表の通りで
す。受診された方は、指定された日にお越しください。なお、指
定日に都合が悪い方は、指定日より後の日にお越しください。

　国保メタボ健診（特定健診）の結果から、メタボリック
シンドローム（内臓脂肪症候群）またはその予備群と判
定され、保健指導が必要と判定された方におすすめし
ています。
　教室では、メタボリックシンドロームについて理解し、
生活習慣の改善を行い、健康な生活をおくれるよう運
動や食事について一緒に考えていきます。ぜひご参加
ください。

日　時 ： ８月29日（木）13：30～15：00
場　所 ： こひつじランド（埴田、愛之園保育園内）
内　容 ： ①赤ちゃん人形で抱っこの練習
　　　　②スリングの使い方や授乳時の姿勢など
対　象 ： 妊婦または小さなお子さんの保護者

マタニティー＆ベビーサロン

日　時 ： ８月21日（水）13：30～15：00
場　所 ： 生涯学習センター
対　象 ： 妊婦または１歳未満のお子さんの保護者
申込先 ： こひつじランド（愛之園保育園内）
　　　　（℡72－2371）
持ち物：タオル2枚、バスタオル2枚、お茶・ミルクなど 
＊参加費500円

ベビーマッサージ

10：00～11：00
10：00～11：00
10：00～11：00
10：00～11：00
10：00～11：00

18：00～20：00

トレーニングマシン等による自由運動

20：00～21：00

健康リズム体操（音楽に合わせて行う楽しい体操です。）
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★ 参加条件（３０歳～６５歳までのみなべ町民）
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梅酢ポリフェノールカプセルを毎日飲んでいただき、血圧への影響を調べます。（比較対照の為、梅
酢ポリフェノールの入っていないカプセルを飲んで頂く方もいます。）調査趣旨をご理解の上ご協力
ください。

起床後、毎日血圧測定し、カプセルを１日４個飲みます。
寝る前に血圧を自己測定します。
（統一した血圧計を使用します。モニター終了後返却してください）
①②を１２週間続けます。１３週目から２週間、カプセルを飲んでいな
い状態の調査も行います。
血液検査や尿検査を調査開始時と終了時にふれ愛センターで、行い
ます。（必要に応じて中間時点でも行うことがあります）
２～４週間ごとに１回、血圧測定や身体計測のため、ふれ愛センター
にお越しいただく事があります。

和歌山県立医科大学梅酢研究グループ、みなべ町
（梅酢ポリフェノール降圧効果の調査）

血圧が少し高めの方へ

★何をするの？

○血圧が高めの方（上１３０～１６０／下８５～１００程度）
○高血圧の薬を飲んでいない方
　（治療の必要な方は治療を優先していただき、今回ご参加いただけません）
○梅干しなどの梅製品をあまり食べない方(１日、中２個まで)
○ふれ愛センターに定期的に来ることができる方

上記参加条件にあてはまる方でモニターにご協力いただける方は、８月２７日（火）までに
ふれ愛センターまでご連絡下さい。（電話 ７４－３３３７）

※梅酢カプセルの健康調査は、９月中旬頃開始し、１２月下旬頃終了予定です。ご協力よろしく
　お願いいたします。

ご協力頂いた方にはお礼として健康に役立つ「健康グッズ」をプレゼント！

1
2

3

4

5

先着
１２０名



葉 月
（はづき）

木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日 日 曜 日

■上南部小、環境整備作業

勤労青少年の日15 16 17 18
「戦没者を追悼し平和を祈念
する日」（正午にサイレンを鳴
らしますので黙祷をお願いし
ます）

22 23 24 25
■県による巡回職業相談（13：00
～・南部公民館）

■上南部保・高城保・南部保、避難
訓練
■上南部中3年、登校日
■つくってあそぼう！万華鏡
（14：00～・ゆめよみ館）
■南部長寿大学、（14：00～・南部
公民館）

■清川中、サマーフェスティバル
■紀州路クリーン大作戦'13

■南部小、環境美化作業
■清川小、環境整備作業・親睦ビー
チバレー
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防災の日
町内防災訓練

道の日

29
■町内各小中学校、２学期始業式
■岩代小、校内水泳大会
■清川中、租税教室・防災講演
■「未来の科学の夢絵画展」＆「発
明発見創意くふう展」の応募作品
受付開始（～9月4日）
■マタニティー＆ベビーサロン
（13：30～・こひつじランド）

30
■上南部小・高城小、夏休み作品展
（～9月3日）
■清川小、夏休み作品展（～9月4
日）

31 9/1

毎週土曜日、田辺広域休日
急患診療所（TEL26-4909）
が土曜日夜間・小児救急
診療を行っています。
（18:00～21:30）

子ども救急
相談ダイヤル
＊毎日、夜７時～11時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携帯電話　プッシュ回線

０７３－４３１－８０００

♯８０００♯８０００

カレンダーカレンダー

1 2 3
■南部幼年少・年中児、登園日
■愛之園保、避難訓練
■南部小、登校日
■清川小、登校日・平和学習
■南部中、登校日・租税教室
■高城中2年、職場体験学習（～2日）
■高城保、おひさま広場（開放保育）・
プールで水遊び（～2日・10：00～）
■テープ類一斉回収（上南部・高城・清川）

■清川小、臨海学習・4～6年、宿泊
体験学習（～3日）
■清川中3年、思春期体験学習
■愛之園保、おひさま広場（開放保
育）・大きなプールで遊ぼう（10：
00～）
■4・10か月児健診（13：00～・ふ
れ愛センター）

■上南部中、廃品回収
■夏の子どもまつり2013（9：30
～・堺漁港）
■日高地方障害児者のつながりを広
めるサマースクール（10：00～・川
辺西小学校）

■南部保、夕涼み会
■高城中、奉仕作業

4

88
◆「青い羽根募金」強調運動期間
◆農薬危害防止運動
◆北方領土返還運動全国強調月間
◆食品衛生月間
◆電気使用安全月間
◆道路ふれあい月間
◆水の週間（1日～7日）

◆自然に親しむ運動（～8月20日）
◆道路防災週間（25日～31日）
◆防災週間（30日～9月5日）
◆建築物防災週間（30日～9月5日）
◆夏の省エネキャンペーン（～9月
30日）

8 10
■高城小5・6年、臨海学習（～9日） ■上南部小・上南部中、登校日

■消費生活相談会
　（13：00～・役場）

■愛之園保、お泊り保育（～11日）
■「調べる学習コンクール」入賞作
品展示（ゆめよみ館・～22日）
■田辺年金事務所・年金相談窓口
開設（9：30～16：00）

119

水の日
鹿島神社花火祭り

北道王子祭り



くらしの情報くらしの情報
月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日

製品安全点検日12 13 14

19 20 21
■高城小4・5・6年・上南部中1・2
年、登校日

■南部幼、登園日
■高城保、お弁当作り
■高城小1・2・3年、登校日
■上南部保、おひさま広場（開放保
育）・外で自由遊び（10：00～）
■人権・行政・登記相談（13：30
～・役場）

■南部保、絵本の読み聞かせ
■上南部保、保育参観
■清川保、避難訓練
■南部小・南部中、登校日
■ベビーマッサージ（13：30～・
生涯学習センター）
■おはなしをきく会（14：00～・
生涯学習センター３階）
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相 談
困ったら、身近な民生児童

委員さんにご相談を！

無　　料
秘密厳守

　民生児童委員さんは生活苦、家族の
介護、いじめなど親身に相談にのって
くれます。
　また行政との橋渡しをしてくれま
す。特に子どもにかかわる問題につい
ては、地域担当の民生児童委員さんと
一体になって活動する主任児童委員さ
んもいます。近くの民生児童委員さん
のお名前やくわしいことは、保健福祉
課（℡72-2544）へ。

食育の日

26 27 28
■ひかり保、避難訓練
■愛之園保、eco孫爺　一緒に遊ぼ
うわらべうた 
■県こうのとり相談（田辺保健所）
（14：30～16：30）

■1歳6ヶ月検診（13：00～・
ふれ愛センター）

■上南部中3年、職場体験
   （～28日）

■8月の人権・行政・登記相談
●20日（火）13：30～15：30
◇役場で
◆人権相談（人権擁護委員）
◆行政相談〔国・県・町などへの苦
情や要望〕（行政相談員）
◆登記相談（和歌山地方法務局田
辺支局員）　

■暮らしなんでも相談（町社協）
●毎週月～金曜日9：00～16：00
◇片町　はあと館で

■８月の県による巡回職業相談
◆22日（木）13：00～15：00　
◇南部公民館（片町）で
相談員が求人情報を提供、また求
職の相談を受けます。くわしくは、
日高振興局企画産業課
（℡0738-24-2946）へ。
■８月の田辺年金事務所年金相談
●10日（土）（9：30～16：00）
年金相談窓口開設
くわしくは、同事務所（田辺市朝
日ヶ丘　℡24-0435）へ。

ねんきんダイヤル
0570-05-1165

（IP電話・PHSからは
「℡03-6700-1165へ）

月～金曜日　
午前8：30～午後5：15

（月曜日は午後7：00まで・
祝日は休み）
第２土曜日

午前9：30～午後4：00

■教育相談
●連絡は教育学習課
　（℡74-2191）へ

■８月の消費生活相談会
●９日（金）13：00～16：00
◇役場で
◆消費生活相談（県消費生活セン
ター相談員）

■育児なんでも相談（保健師）
●毎週金曜日9：00～12：00
◇ふれ愛センターで 家庭ごみの収集及び

ごみ焼却場の受付を
休みます（～15日）

8月は
◆「青い羽根募金」強調運動期間
◆農薬危害防止運動
◆北方領土返還運動全国強調月間
◆食品衛生月間
◆電気使用安全月間
◆道路ふれあい月間
◆水の週間（1日～7日）

◆自然に親しむ運動（～8月20日）
◆道路防災週間（25日～31日）
◆防災週間（30日～9月5日）
◆建築物防災週間（30日～9月5日）
◆夏の省エネキャンペーン（～9月
30日）

5 6 7
■高城小1・2・3年、登校日
■清川中１年、平和学習で大阪へ
■おひさま広場（開放保育）・プー
ルで水遊び（10：00～・上南部保、
清川保は～8日）
■テープ類一斉回収（埴田・片町・
新町・北道）
■「調べる学習コンクール」入賞作
品展示（上南部分館・～8日）

■テープ類一斉回収（堺・南道・芝・
芝崎・東吉田・気佐藤・新庄・千鹿
浦・山内・東岩代・西岩代）

■上南部小5年、臨海学校（～6日）
■岩代小・高城小4・5・6年、登校日
■清川中2年、平和学習で広島へ 
(～6日)
■南部保、おひさま広場（開放保
育）・プールで水遊び
　（～６日・10：00～）
■二種混合予防接種
　（13：00～・ふれ愛センター）


